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2『源氏物語』成立論の可能性3 『源氏物語』成立論の可能性
『
源
氏
物
語
』
成
立
論
の
隆
盛
と
凋
落

大
野
晋
と
丸
谷
才
一
が
『
源
氏
物
語
』
に

つ
い
て
語
り
合
っ
た
対
談
が
『
中
央
公
論
』

に
連
載
さ
れ
て
い
た
の
は
私
が
高
校
生
の
時

分
の
こ
と
で
、
ど
の
場
面
が
抜
萃
さ
れ
ど
う

い
う
現
代
語
訳
が
付
さ
れ
ど
う
い
う
問
題
が

あ
ぶ
り
出
さ
れ
る
の
か
毎
月
楽
し
み
に
読
ん

で
い
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
今
思
え
ば
、
武

田
宗
俊
の
「
玉
鬘
系
後
記
説
」
と
い
う
も
の

を
、私
は
そ
こ
で
初
め
て
知
っ
た
の
で
し
た
。

大
学
で
は
経
済
学
部
に
入
っ
た
た
め
、
日

本
の
古
典
に
触
れ
る
の
は
「
一
般
教
養
」
の

「
国
文
学
」
の
授
業
だ
け
で
し
た
が
、
た
ま

た
ま
一
年
だ
け
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
の

片
岡
利
博
先
生
が
出
講
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ

で
私
は
、『
萬
葉
集
』
の
字
余
り
法
則
の
話

や
『
枕
草
子
』
の
異
文
の
話
や
『
今
昔
物
語

集
』
に
載
る
竹
取
説
話
の
話
や
『
源
氏
物
語
』

の
成
立
論
の
話
を
聞
き
、
あ
ま
り
の
面
白
さ

に
、
文
学
部
へ
の
転
部
を
決
意
し
た
と
い
う

次
第
で
す
。『
源
氏
物
語
』
の
成
立
論
に
つ

い
て
、
片
岡
先
生
は
、
青
柳
（
阿
部
）
秋
生
・

玉
上
琢
彌
・
風
巻
景
次
郎
・
武
田
宗
俊
が
そ

れ
ぞ
れ
ど
う
い
う
説
を
唱
え
た
か
、
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の

と
き
の
脳
髄
の
震
え
は
、
今
も
忘
れ
得
ま
せ

ん
。
た
だ
、
そ
の
話
の
最
後
に
、
こ
れ
ら
成

立
論
は
「
近
代
合
理
主
義
」
に
よ
る
「
仮
説
」

に
過
ぎ
な
い
と
し
て
現
在
で
は
否
定
的
に
捉

え
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
話
を
聞
き
、
何
と

も
が
っ
か
り
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

武
田
宗
俊
・
風
巻
景
次
郎
ら
に
よ
る
『
源

氏
物
語
』
成
立
論
と
は
、「『
源
氏
物
語
』
現

存
五
十
四
帖
は
、
現
在
の
巻
順
通
り
に
執

筆
さ
れ
た
の
で
は
な
い
」
と
主
張
す
る
も
の

で
す
。『
源
氏
物
語
』
の
第
一
部
が
、
光
源

氏
と
藤
壺
・
紫
上
・
明
石
君
た
ち
を
中
心
と

す
る
「
紫
上
系
（
本
伝
）」
の
巻
々
と
、
光
源

氏
と
空
蝉
・
夕
顔
・
玉
鬘
た
ち
を
中
心
と
す

る
「
玉
鬘
系
（
別
伝
）」
の
巻
々
と
に
分
か
れ
、

し
か
も
、
玉
鬘
系
の
巻
々
は
、
後
か
ら
、
ス

ピ
ン
オ
フ
の
よ
う
に
書
か
れ
挿
入
さ
れ
た
、

と
い
う
の
で
す
。
こ
の
説
に
よ
っ
て
、『
源

氏
物
語
』
を
ま
っ
す
ぐ
に
読
も
う
と
し
て

生
じ
る
様
々
な
矛
盾
や
不
合
理
が
解
決
さ
れ

る
、と
い
う
の
で
す
。
こ
の
説
に
対
し
て
は
、

猛
烈
な
批
判
の
矢
が
浴
び
せ
ら
れ
た
よ
う
で

す
が
、
私
が
見
聞
し
た
の
は
、
む
し
ろ
、
き

わ
め
て
感
情
的
な
拒
否
反
応
で
し
た
。
私
が

武
田
宗
俊
の
名
を
出
す
と
、
或
る
和
歌
研
究

の
先
生
は
、「
武
田
宗
俊
は
、
キ
●
●
イ
だ
」

と
吐
き
棄
て
る
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

し
、
或
る
物
語
研
究
の
先
生
は
、「
学
会
で

玉
鬘
系
と
か
紫
上
系
と
か
言
う
の
は
や
め
た

方
が
よ
い
」と
忠
言
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

一
九
五
〇
〜
七
〇
年
代
の
空
気
を
知
る
方
々

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
登
録
申
し
込
み
・
取
り
消
し
は
こ
ち
ら
か
ら

の
、成
立
論
に
対
す
る
憎
々
し
げ
な
態
度
は
、

い
っ
た
い
何
に
由
来
す
る
の
か
、
興
味
深
く

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

『
源
氏
物
語
』
成
立
論
か
ら

　
　
　
何
を
汲
み
取
る
べ
き
か

こ
の
た
び
、
私
は
、
中
川
照
将
氏
と
協

力
し
、『
テ
ー
マ
で
読
む
源
氏
物
語
論
（
四
）

紫
上
系
と
玉
鬘
系―

成
立
論
の
ゆ
く
え

―

』を
編
集
し
ま
し
た
。青
柳（
阿
部
）秋
生
・

玉
上
琢
彌
・
武
田
宗
俊
・
風
巻
景
次
郎
ら
の

諸
論
を
再
録
し
、
詳
細
な
解
説
を
加
え
、
ま

た
、
そ
れ
を
批
判
し
た
論
文
・
そ
れ
ら
を
総

括
し
た
論
文
・
そ
れ
ら
を
引
き
継
い
だ
論
文

を
収
め
ま
し
た
。
正
直
に
申
し
ま
す
と
、
こ

れ
ら
の
論
文
は
ど
れ
も
、
感
動
的
な
ま
で
に

納
得
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
、
印
象
批
評
に
傾
い

て
ま
っ
た
く
承
伏
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
、
両

方
を
含
ん
で
い
ま
す
。
読
者
の
皆
様
に
は
、

ぜ
ひ
、
こ
れ
ら
の
諸
論
を
読
ん
で
、
現
代
人

と
し
て
何
を
受
け
継
ぎ
、
何
を
切
り
棄
て
、

ど
の
よ
う
に
頭
を
切
り
換
え
、
ど
の
よ
う
に

問
題
を
発
展
さ
せ
て
ゆ
く
か
、
各
自
で
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
概

念
を
変
革
す
る
こ
と
」
…
…
こ
れ
こ
そ
が
、

過
去
の
論
文
を
読
む
意
義
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

実
は
、
武
田
宗
俊
の
「
玉
鬘
系
後
記
説
」

は
、
一
般
向
け
の
啓
蒙
書
で
は
、
繰
り
返
し

喧
伝
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
野
晋『
源
氏
物
語
』

（
岩
波
現
代
文
庫
）・
西
村
亨
『
源
氏
物
語
と
そ

の
作
者
た
ち
』（
文
春
新
書
）
が
そ
の
代
表
で

す
。
し
か
し
、
前
者
で
は
、
風
巻
景
次
郎

や
そ
の
他
の
論
者
の
説
は
ほ
と
ん
ど
無
視
さ

れ
、『
源
氏
物
語
』
の
作
者
を
紫
式
部
一
人

だ
と
し
て
疑
わ
な
い
話
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
後
者
で
も
、
武
田
宗
俊
ば
か
り
を
言
挙

げ
し
つ
つ
、『
源
氏
物
語
』
は
一
人
の
作
者

が
書
い
た
も
の
で
は
な
く
、
玉
鬘
系
の
巻
々

は
男
性
が
書
い
た
の
だ
と
い
う
（
折
口
信
夫
譲

り
の
）
話
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
し

て
、
玉
上
琢
彌
や
風
巻
景
次
郎
や
、
後
年
の

阿
部
秋
生
や
稲
賀
敬
二
が
展
開
し
た
諸
論
を

考
慮
に
入
れ
な
い
の
か
？　

ど
う
し
て
、
最

初
に
書
か
れ
た
巻
は
桐
壺
巻
だ
と
決
め
て
か

か
っ
て
い
る
の
か
？　

ど
う
し
て
、成
立
論
・

作
者
論
と
本
文
論
・
享
受
論
を
切
り
結
ぶ
視

点
を
呈
示
し
な
い
の
か
？　

ど
う
し
て
、『
う

つ
ほ
物
語
』
や
『
伊
勢
物
語
』
や
『
住
吉

物
語
』
の
成
立
の
あ
り
よ
う
を
考
慮
に
入
れ

な
い
の
か
？　

ど
う
し
て
、
散
佚
し
た
「
桜

人
」
巻
や
「
巣
守
」
巻
の
存
在
性
を
考
慮
に

入
れ
な
い
の
か
？
…
…
等
々
、
憤
懣
や
る
か

た
な
い
思
い
が
し
ま
す
。
今
回
、『
テ
ー
マ

で
読
む
源
氏
物
語
論
（
四
）
紫
上
系
と
玉
鬘

系―

成
立
論
の
ゆ
く
え―

』
の
冒
頭
に

収
め
た
総
説
は
、
私
と
中
川
氏
と
が
、
検
討

に
検
討
を
重
ね
、
か
つ
て
の
成
立
論
議
の
う

ち
何
を
汲
み
取
る
べ
き
か
、
何
を
棄
て
去
る

べ
き
か
、
そ
し
て
、
新
た
に
ど
う
い
う
問
題

を
連
動
さ
せ
て
考
え
る
べ
き
か
、
現
代
的
視

点
か
ら
、
二
〇
代
の
学
生
が
読
ん
で
も
わ
か

る
よ
う
に
書
き
下
ろ
し
た
も
の
で
す
。『
源

氏
物
語
』
が
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
、
ど
の
よ

う
に
流
布
し
、
ど
の
よ
う
に
生
成
変
化
し
、

ど
の
よ
う
に
固
定
化
す
る
の
か
、
と
い
う
問

⇨目次に戻る

小
論
・
研
究
余
滴
・
随
想
な
ど
本
誌
に
お
寄
せ
願
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
「
投
稿
募
集
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
源
氏
物
語
』成
立
論
の
可
能
性

加
藤
昌
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（
法
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大
学
准
教
授
）
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題
は
、『
伊
勢
物
語
』
研
究
・『
う
つ
ほ
物
語
』

研
究
・『
枕
草
子
』
研
究
・『
新
古
今
和
歌
集
』

研
究
・『
平
家
物
語
』研
究
な
ど
と
切
り
結
び
、

日
本
古
典
文
学
の
本
質
に
迫
り
得
る
可
能
性

を
秘
め
て
い
ま
す
。

ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
の

二
〇
周
年
記
念
事
業

本
書
は
ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
学
会
（
創
設
一
九
八
九
年
、
Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｓ
：Japan 

A
rt D

ocum
entation Society

）
の
二
〇
周
年
記
念

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
日
本
の
ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ
メ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン―

二
〇
年
の
達
成　

Ｍ
Ｌ

Ａ
連
携
の
現
状
、
課
題
、
そ
し
て
将
来
」
を

記
録
す
る
も
の
で
す
。
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
昨
年
二
〇
〇
九
年
十
二
月
四―

五
日
の
二

日
間
に
わ
た
り
東
京
国
立
博
物
館
平
成
館
大

小
講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
参
加
者
数
約

二
七
〇
名
（
二
日
間
の
延
べ
参
加
者
数
約
三
五
〇

名
）
を
得
て
盛
会
の
う
ち
に
無
事
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

「
日
本
の
ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン―

二
〇
年
の
達
成
」
と
題
し
た
今
回
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
何
故「
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
の
現
状
、

課
題
、
そ
し
て
将
来
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当

て
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
記
録
と
な
る
本
書

の
書
名
も
ま
た
『
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
の
現
状
・
課

題
・
将
来
』
な
の
か
を
説
明
し
て
お
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。Ｍ
Ｌ
Ａ
に
し
ろ
、

そ
も
そ
も
学
会
名
に
あ
る
ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ

メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
自
体
、
聞
き

慣
れ
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会

創
立
の
機
縁

ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
学

会
（
創
設
時
、
研
究
会
）
は
、
主
に
美
術
図
書

館
員
（
ア
ー
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
）、
た
と
え

ば
武
蔵
野
美
術
大
学
美
術
資
料
図
書
館
、
東

京
都
美
術
館
美
術
図
書
室
、
桑
沢
デ
ザ
イ
ン

研
究
所
図
書
室
な
ど
に
勤
め
る
メ
ン
バ
ー
が

中
心
と
な
っ
て
、
一
九
八
六
年
の
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ

（
国
際
図
書
館
連
盟
）
東
京
大
会
で
の
美
術
図

書
館
分
科
会
の
開
催
を
契
機
に
発
足
し
ま
し

た
。
当
時
、
専
門
図
書
館
の
世
界
に
は
音
楽

図
書
館
の
た
め
の
連
絡
組
織
は
あ
り
ま
し
た

が
、（
美
術
分
野
に
は
な
か
っ
た
の
で
、）
こ

の
大
会
を
機
に
欧
米
に
あ
る
美
術
図
書
館
協

会
（
Ａ
Ｒ
Ｌ
Ｉ
Ｓ: A

rt Libraries' Society

）
に
類

縁
す
る
組
織
を
日
本
に
も
作
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
い
ろ
い
ろ
紆

余
曲
折
も
あ
り
ま
し
た
が
、
会
の
名
称
に
図

書
館
を
含
ま
な
い
、
図
書
館
員
だ
け
で
な
く

美
術
の
資
料
と
情
報
に
関
わ
る
全
て
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
を
巻
き
込
め
る
ネ
ー
ミ
ン
グ

と
し
て
「
ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
」
を
採
用
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
美
術
の
資
料
と
情
報
に
向
か
い
合

う
と
き
、
作
品
も
あ
れ
ば
図
書
も
あ
る
、
作

家
の
書
簡
も
あ
る
し
写
真
も
あ
る
、
展
覧
会

の
案
内
葉
書
や
ブ
ロ
ー
シ
ャ
ー
な
ど
エ
フ
ェ

メ
ラ
な
資
料
も
数
限
り
な
く
あ
る
。
あ
る

Ｍ
Ｌ
Ａ
＝M

useum
,Library,A

rchives

水
谷
長
志

（
国
立
美
術
館
情
報
企
画
室
長
）

『
源
氏
物
語
』
は
ど
の
よ
う
に
出
来
た
の
か
？―

成
立
論
と
は
、
平
安
文
学
の
実
態
に
迫
る
、
最
も
ア
グ
レ
ッ
シ
ヴ
な
思
考
実
験
で
あ
る
。

『
源
氏
物
語
』
は
現
在
の
巻
順
ど
お
り
に
書
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
？

『
源
氏
物
語
』
は
一
個
の
長
篇
小
説
な
の
だ
ろ
う
か
？

阿
部
秋
生
・
武
田
宗
俊
・
風
卷
景
次
郎
ら
の
仮
説
を
再
検
証
し
、

物
語
研
究
の
概
念
を
根
本
か
ら
問
い
直
す
！ 

紫
上
系
と
玉
鬘
系　

成
立
論
の
ゆ
く
え 

今
西
祐
一
郎
・
室
伏
信
助　
監
修　
加
藤
昌
嘉
・
中
川
照
将 

編

Ａ
５
判
上
製
・
定
価
一
〇
五
〇
〇
円
（
税
込
）

刊
行
の
こ
と
ば
／
今
西
祐
一
郎
・
室
伏
信
助

総　
説

　
　
『
源
氏
物
語
』
は
ど
の
よ
う
に
出
来
た
の
か
？
を
考
え
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
加
藤
昌
嘉
・
中
川
照
将

第
一
部 

紫
上
系
・
玉
鬘
系
の
発
見　

　
　

靑
柳
秋
生
／
源
氏
物
語
執
筆
の
順
序　
　
　
　
　

玉
上
琢
彌
／
源
語
成
立
攷

　
　

池
田
龜
鑑
／
源
氏
物
語
の
構
成　
　
　
　
　
　
　

武
田
宗
俊
／
源
氏
物
語
の
最
初
の
形
態

　
　

武
田
宗
俊
／
源
氏
物
語
の
最
初
の
形
態
再
論　
　

風
卷
景
次
郞
／
源
氏
物
語
の
成
立
に
關
す
る
試
論

第
二
部 
成
立
論
に
対
す
る
疑
問
と
総
括

　
　

岡　

一
男
／
源
氏
物
語
の
主
題
と
そ
の
成
立
過
程

　
　

長
谷
川
和
子
／
武
田
宗
俊
氏
著
「
源
氏
物
語
の
最
初
の
形
態
」
の
検
討
（
抄
）

　
　

阿
部
秋
生
／
結　

語　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲
賀
敬
二
／
宇
津
保
物
語
は
合
作
か
？

　
　

稲
賀
敬
二
／
源
氏
物
語
成
立
論
の
争
点　
　
　
　

増
田
繁
夫
／
源
氏
物
語
の
成
立

　
　

秋
山　

虔
／
源
氏
物
語
の
成
立
・
構
想
の
問
題

第
三
部 

成
立
論
の
可
能
性
と
概
念
の
変
革

　
　

片
桐
洋
一
／
あ
て
宮
物
語
と
忠
こ
そ
物
語　
　
　

藤
井
貞
和
／
紫
上
系
と
玉
鬘
系

　
　

中
野
幸
一
／
源
氏
物
語
の
成
立
と
構
想　
　
　
　

田
村　

隆
／
夕
顔
以
前
の
省
筆

　
　

片
岡
利
博
／
蓬
生
巻
の
「
め
づ
ら
し
人
」

再
録
論
文
執
筆
者
紹
介 

テ
ー
マ
で
読
む
源
氏
物
語
論 

４

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
登
録
申
し
込
み
・
取
り
消
し
は
こ
ち
ら
か
ら

⇨目次に戻る

小
論
・
研
究
余
滴
・
随
想
な
ど
本
誌
に
お
寄
せ
願
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
「
投
稿
募
集
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
で
読
む
源
氏
物
語
論

１
「
主
題
」
論
の
過
去
と
現
在

２ 

本
文
史
学
の
展
開

　
　

／
言
葉
を
め
ぐ
る
精
査

３ 

歴
史
・
文
化
と
の
交
差

　
　

／
語
り
手
・
書
き
手
・
作
者

今
西
祐
一
郎
・
室
伏
信
助　
監
修

上
原
作
和
・
陣
野
英
則　
編

Ａ
５
判
上
製
・
定
価
一
〇
五
〇
〇
円
（
税
込
）

Ａ
５
判
上
製
・
定
価
一
二
六
〇
〇
円
（
税
込
）

Ａ
５
判
上
製
・
定
価
八
四
〇
〇
円
（
税
込
）

好
評
既
刊

http://www.bensey.co.jp/book/2247.html
http://www.bensey.co.jp/book/2247.html
http://www.bensey.co.jp/book/2247.html
http://www.bensey.co.jp/book/2248.html
http://www.bensey.co.jp/book/2192.html
http://www.bensey.co.jp/mm.html
http://www.bensey.co.jp/book/2050.html
http://www.bensey.co.jp/book/2028.html
http://www.bensey.co.jp/book/2028.html
http://www.bensey.co.jp/book/2028.html
http://www.bensey.co.jp/book/2051.html
http://www.bensey.co.jp/book/2051.html
http://www.bensey.co.jp/book/2051.html
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メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
登
録
申
し
込
み
・
取
り
消
し
は
こ
ち
ら
か
ら

⇨目次に戻る

小
論
・
研
究
余
滴
・
随
想
な
ど
本
誌
に
お
寄
せ
願
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
「
投
稿
募
集
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

側
面
で
は
ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
は
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
課
題
で
あ
り
、
別
の
側

面
で
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

の
領
域
に
も
及
び
、
そ
し
て
常
に
そ
の
三
者

は
絡
み
合
い
連
携
し
て
、
総
体
と
し
て
ア
ー

ト
の
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
も
の
に

な
っ
て
い
る
。
ま
る
で
三
つ
の
館
の
壁
の
上

を
綱
渡
る
よ
う
な
作
業
が
ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ

メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
の
だ
と
、
会
を
起
こ
し

な
が
ら
気
づ
い
て
い
っ
た
の
で
す
。

「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
ア
ー
カ
イ
ブ

を
つ
な
ぐ
も
の
」
一
九
九
四
年
の
テ
ー
マ

そ
し
て
創
設
か
ら
五
年
経
っ
た
一
九
九
四

年
、
五
周
年
第
一
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
国
立

国
会
図
書
館
で
開
催
し
た
と
き
の
総
合
テ
ー

マ
が
「
美
術
情
報
と
図
書
館
」
で
あ
り
、
メ

イ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
を
つ
な
ぐ
も
の

―

ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
の
模
索
と
展
望
」
と
な
っ
た
の
で
す
。
ま

さ
に
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
の
萌
芽
で
す
。

そ
の
後
一
〇
周
年
、
一
五
周
年
と
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
記
念
す
べ
き
二

〇
周
年
は
、
第
一
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
で
あ
る
「
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
」
に
立
ち

戻
り
ま
し
た
。

昨
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
二
日
間
五
部
構

成
で
開
か
れ
ま
し
た
。
第
一―

二
部
「
日
本

の
ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン―

二
〇
年
の
達
成
」
は
、
二
〇
年
の
達
成
を
顕

著
に
示
し
、
ま
た
本
会
と
比
較
的
な
じ
み
の

深
い
機
関
の
成
果
を
示
す
展
示
と
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
。
第
三
部
「
日
本
に
お
け
る
Ｍ

Ｌ
Ａ
連
携
の
現
状
と
課
題
」
は
、
Ｍ
Ｌ
Ａ
連

携
を
各
々
の
現
場
か
ら
推
進
提
言
を
試
み
て

い
る
方
々
の
発
表
と
そ
れ
を
踏
ま
え
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
第
四
部
は
、
国
内

で
は
初
め
て
の
国
立
Ｍ
Ｌ
Ａ
三
館
長
に
よ
る

鼎
談
会
「
こ
れ
か
ら
の
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
に
向
け

て
」。
最
後
の
第
五
部
「
日
本
の
ア
ー
ト
・

ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン―
二
〇
年
の
達

成
と
Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｓ
」
は
、
ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ
メ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
二
〇
年
の
歴
史
を
Ｊ
Ａ
Ｄ

Ｓ
の
会
長
、
幹
事
長
の
目
か
ら
振
り
返
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｓ
連
携
に
向
け
て

―

三
館
長
の
言
葉
か
ら

本
書
に
お
い
て
は
第
五
部
を
除
き
ま
し
た

が
、
他
は
国
立
Ｍ
Ｌ
Ａ
三
館
長
に
よ
る
鼎
談

会
の
復
元
を
含
ん
で
ほ
ぼ
全
て
を
記
録
し
、

さ
ら
に
三
〇
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
「
Ｍ
Ｌ
Ａ
連

携
関
連
年
表
一
九
八
〇―

二
〇
〇
九
」
を
新

稿
と
し
て
付
録
に
し
ま
し
た
。

本
書
に
お
い
て
、
ま
た
近
時
多
方
面
で
し

ば
し
ば
語
ら
れ
る
Ｍ
Ｌ
Ａ
で
す
が
、
十
五
年

前
、
一
九
九
四
年
の
第
一
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、
Ｍ
Ｌ
Ａ
の
三
者
が
並
立
し
て
議
論

す
る
こ
と
自
体
が
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、

共
通
言
語
を
模
索
し
つ
つ
な
ん
と
か
議
論
が

進
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
隔
世
の
感

が
あ
り
ま
す
。
と
は
言
っ
て
も
、
実
体
と
し

て
の
連
携
を
築
く
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
時

間
を
必
要
と
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

現
在
、
数
少
な
い
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
の
実
装
の

実
例
と
し
て
、
国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ

ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ポ
ー
タ
ル
（
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ａ
）

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
構
築
の
意
義
と
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
鼎
談
に
お
い
て
長
尾
真
国
立

国
会
図
書
館
長
が
極
め
て
明
解
か
つ
力
強
く

述
べ
ら
れ
た
こ
と
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

Ｍ
Ｌ
Ａ
の
存
立
そ
の
も
の
を
国
の
文
化
力
の

根
源
で
あ
る
と
語
ら
れ
た
佐
々
木
丞
平
国
立

文
化
財
機
構
理
事
長
（
京
都
国
立
博
物
館
長
）、

極
め
て
厳
し
い
状
況
の
中
で
公
文
書
管
理
法

の
制
定
の
先
に
あ
る
べ
き
ア
ー
カ
イ
ブ
像
を

い
か
に
描
け
る
か
を
問
う
た
高
山
正
也
国
立

公
文
書
館
長
、
と
い
う
よ
う
に
こ
の
鼎
談
は

Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
の
課
題
を
越
え
て
、
日
本
の
文

化
力
に
つ
い
て
の
歴
史
的
証
言
と
し
て
残
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
多
く
の
方
々
に
読
ん
で
い

た
だ
き
た
い
鼎
談
録
で
す
。

日
本
に
お
け
る
博
物
館(M
useum

)

・
図
書
館(Library)

・
文
書
館(A

rchives)
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
扱
う
資
料
の
特
性
や
組
織
の
枠
を
超
え
た
連
携
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

欧
州
デ
ジ
タ
ルEuropeana

の
誕
生
、
ド
イ
ツ
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
Ｄ
Ｄ
Ｂ
構
想
、

カ
ナ
ダ
国
立
図
書
館
・
公
文
書
館
Ｌ
Ａ
Ｃ
の
発
足
…
日
本
は
こ
の
国
の
体
制
の
な
か
で
、

ど
の
よ
う
に
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
を
築
い
て
い
く
の
か
。

国
立
Ｍ
Ｌ
Ａ
３
館
長
（
京
都
国
立
博
物
館
・
国
立
国
会
図
書
館
・
国
立
公
文
書
館
）
に
よ
る

貴
重
な
鼎
談
も
収
録
。

Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
の
現
状
・
課
題
・
将
来 

水
谷
長
志 

編

Ａ
５
判
上
製
・
定
価
三
六
七
五
円
（
税
込
）

◆
鼎
談　
こ
れ
か
ら
の
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
に
向
け
て

◆
日
本
に
お
け
る
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
の
現
状
と
課
題

　
　

Ｍ
Ｌ
Ａ
〈
連
携
〉
の
た
め
に―

十
五
年
の
歳
月
を
踏
ま
え
て

　
　

大
学
図
書
館
か
ら
の
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
の
視
点　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
の
構
造

　
　

国
立
国
会
図
書
館
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
事
業
と
他
機
関
連
携
へ
の
取
組
み

　
　

国
立
公
文
書
館
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
の
推
進
と
情
報
連
携
の
取
組
み
等
に
関
し
て

　
　

博
物
館
の
情
報
環
境
と
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携

　
　

Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
の
動
向
と
こ
の
連
携
を
捉
え
る
三
つ
の
視
点

　
　
〈
連
携
〉
へ
向
け
て―

Ｍ
Ｌ
Ａ
の
現
場
か
ら

◆
日
本
の
ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　

東
京
国
立
博
物
館
収
蔵
品
管
理
シ
ス
テ
ム
開
発
の
経
験
か
ら

　
　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
文
化
財
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
へ

　
　

東
京
文
化
財
研
究
所
『
日
本
美
術
年
鑑
』
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

　
　

国
立
西
洋
美
術
館
の
情
報
戦
略

　
　

衣
文
化
情
報
拠
点
と
し
て
の
〈
服
装
・
身
装
文
化
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
〉
の
構
築

　
　

文
化
財
情
報
発
信
の
実
際

　
　

早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
演
劇
情
報
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
中
心
に

　
　

ア
ー
ト
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
実
践

　
　

美
術
館
図
書
室
と
美
術
図
書
館
連
絡
会
（
Ａ
Ｌ
Ｃ
）

◆
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
関
連
年
表　

1980-2009 

http://www.bensey.co.jp/mm.html
http://www.bensey.co.jp/book/2247.html
http://www.bensey.co.jp/book/2192.html
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新
発
見
資
料
を
中
心
に
、
本
当
の
賢
治
に
迫
る
。

賢
治
が
大
木
実
に
宛
て
た
手
紙
の
内
容
と
は
…
？

新
資
料
を
本
格
的
に
紹
介
す
る
ほ
か
、
福
島
泰
樹
、
立
松
和
平
、
高
橋
千
劔
破
、
牛
崎

敏
哉
な
ど
作
家
、
詩
人
、
研
究
者
が
総
力
を
挙
げ
て
賢
治
文
学
の
魅
力
を
解
剖
す
る
。

保
阪
嘉
内
の
子
息
、
保
阪
庸
夫
氏
の
貴
重
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
収
録
。

月 

光
福
島
泰
樹
・
立
松
和
平
・
黒
古
一
夫
・
太
田
代
志
朗
・
竹
下
洋
一 

編

Ａ
５
判
並
製
・
定
価
二
六
二
五
円
（
税
込
）

小
田　

久
郎　

回
顧
録

立
松　

和
平　

小
説
「
真
夜
中
の
廃
墟
」

保
阪　

庸
夫　

私
が
友
保
阪
嘉
内
、私
を
棄
て
る
な
。

大
平　

茂
樹　

賢
治
の
法
華
教

山
口　

泉　
　

賢
治
の
思
想

望
月　

善
次　

文
学
者
で
も
あ
っ
た
生
涯

勝
原　

晴
希　

賢
治
と
「
も
の
の
あ
は
れ
」

清
水　

正　
　

宮
沢
賢
治
と
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー

原
田　

信
男　

菜
食
信
者
・
宮
沢
賢
治

高
橋
千
劔
破　

イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
火
山

伊
藤　

一
彦　

賢
治
、
短
歌
の
秘
密

堀
本　

裕
樹　

蒼
き
修
羅

立
松　

和
平　

詩
数
編

葛
原
り
ょ
う　

現
代
詩

竹
下　

洋
一　

短
歌　

異
聞
「
風
の
又
三
郎
」

月
光
２

発
見
！
宮
沢
賢
治
「
海
岸
は
実
に
悲
惨
で
す
」

月
光
１

中
原
中
也 

シ
ャ
ル
ル
ヴ
ィ
ル=

　
　

メ
ジ
ェ
ー
ル
か
ら
の
出
発

表
現
の
王
道
を
歩
む
総
合
文
芸
誌
、
新
創
刊
。

言
葉
は
滅
び
て
は
い
な
い
。

言
葉
は
文
学
を
生
む
。
産
み
続
け
る
。

携
帯
電
話
の
荒
野
の
闇
へ
、

機
関
銃
よ
り
も
迅
く
言
葉
を

撃
ち
続
け
る
若
者
た
ち
よ
、

全
共
闘
世
代
の
闘
っ
た
男
や
女
達
よ
、

引
き
籠
も
ら
ず
に
出
て
こ
い
。

発
言
せ
よ
、
言
葉
を
発
せ
よ
！

福
島　

泰
樹　

創
刊
の
辞

高
坂　

明
良　

風
の
挽
歌

宇
佐　

美
斉　

一
九
三
〇
年
代
の
日
本
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
ン
ボ
ー
の
受
容

飯
山　

雅
英　

報
告　

中
原
中
也
、

　
　
　
　
　
　
　

ラ
ン
ボ
ー
生
地
へ
の
道
程

村
上
護
・
福
島
泰
樹　

中
原
中
也
私
史
録

野
口　

達
郎　
「
中
原
中
也
」
の
い
る
風
景

小
松　

剛　
　

魔
隠
論　

中
原
中
也
訳
「
永
遠
」
論

佐
藤　

泰
正　

中
也
の
こ
と
、
透
谷
の
こ
と

北
川　

透　
　

月
光
の
詩
人　

中
原
中
也

福
島　

泰
樹　

東
京
、
感
傷
紀
行

野
口　

武
彦　

中
原
中
也
帝
都
慕
情

…
ほ
か
、
作
品
多
数
。

Ａ
５
判
並
製
・
定
価
一
七
八
五
円
（
税
込
）

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
登
録
申
し
込
み
・
取
り
消
し
は
こ
ち
ら
か
ら

⇨目次に戻る

小
論
・
研
究
余
滴
・
随
想
な
ど
本
誌
に
お
寄
せ
願
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
「
投
稿
募
集
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

松
野　

志
保　

星
の
時
間

太
田　

代
志　

朗
銀
河
鉄
道
の
夜

福
島　

泰
樹　

紹
介
「
賢
治
文
庫
」

大
木　

実　
　

宛
葉
書
・
写
真

山
下　

聖
美　

宮
沢
賢
治
と
大
木
実

牛
崎　

敏
哉　

新
発
見
口
語
詩
草
稿

　
　
　
　
　
　
「〔
停
車
場
の
向
ふ
に
河
原
が　

　
　
　
　
　
　

あ
っ
て
〕」
に
つ
い
て

王　

敏　
　
　
「
お
く
り
び
と
」と「
デ
ク
ノ
ボ
ー
」

神
山
征
二
郎　

賢
治
の
映
画

ま
す
む
ら
ひ
ろ
し　

　
　
　
　
　
　

イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
と
ア
タ
ゴ
オ
ル

吉
良　

知
彦　

賢
治
の
幻
燈

…
ほ
か
、
作
品
多
数
。 

こ
の
た
び
、
中
国
の
清
華
大
学
の
雋
雪
艶

氏
と
共
同
編
集
で
、『
日
本
古
代
文
学
と
白

居
易―

王
朝
文
学
の
生
成
と
東
ア
ジ
ア
文

化
交
流―

』
と
題
し
た
論
文
集
を
刊
行
し

た
。
私
は
普
段
、『
万
葉
集
』
な
ど
を
専
攻

し
て
い
る
者
な
の
で
、
ま
さ
か
表
題
に
「
白

居
易
」
を
含
ん
だ
論
集
を
編
集
す
る
こ
と
に

な
る
と
は
、
自
分
で
も
思
っ
て
み
な
か
っ
た

が
、
こ
れ
は
め
ぐ
り
合
わ
せ
と
い
う
も
の
で

あ
る
（
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
論
集
の
巻
頭
に
記

し
て
お
い
た
）。

白
居
易
句
の
動
作
語

さ
て
白
居
易
と
い
う
と
、
日
本
文
学
畑

の
者―

と
い
う
よ
り
、
日
本
で
中
等
教
育

を
受
け
た
者
な
ら
大
概
の
者
が
、
す
ぐ
思
い

つ
く
一
節
に
、「
遺
愛
寺
鐘
欹
枕
聴
、
香
炉

峰
雪
撥
簾
看
（
遺
愛
寺
の
鐘
は
枕
を
欹
て
て
聴
き
、

香
炉
峰
の
雪
は
簾
を
撥
げ
て
看
る
）」
と
い
う
例

の
一
聯
が
あ
る
。
こ
の
一
聯
、
菅
原
道
真
が

結
構
を
借
り
て
詩
を
詠
じ
、『
和
漢
朗
詠
集
』

に
も
採
ら
れ
、
中
宮
定
子
の
サ
ロ
ン
で
も
こ

れ
を
踏
ま
え
た
知
的
会
話
が
試
み
ら
れ
た
、

著
名
な
一
節
で
あ
る
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら
言

わ
ず
も
が
な
の
こ
と
で
あ
る
。
私
は
、
こ
の

一
聯
両
句
に
、
い
ず
れ
も
動
作
語
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
を
興
味
深
く
思
っ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
前
句
に
は
「
欹
枕
」、
後
句
に
は

「
撥
簾
」が
そ
れ
で
あ
る
。そ
れ
が
ど
う
し
た
、

と
お
思
い
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
和
歌

な
ど
に
普
段
か
ら
親
し
ん
で
い
る
と
、
こ
の

あ
る
種
の
身
体
性
の
豊
か
さ
に
は
、
な
か
な

か
新
鮮
な
印
象
を
受
け
る
の
で
あ
る
。

漢
詩
の
動
作
語

し
か
し
、
こ
の
身
体
性
の
豊
か
さ
は
、
ひ

と
り
白
居
易
の
作
品
に
限
っ
た
も
の
で
は
な

く
、漢
詩
全
般
に
共
通
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

高
校
ま
で
の
漢
文
の
授
業
で
お
な
じ
み
の
も

の
に
限
定
し
て
も
、「
挙
頭
0

0

望
明
月
、
低
頭
0

0

思
故
郷
」「
酔
臥
0

0

沙
場
君
莫
笑
」「
白
頭
搔0

更

短
」「
欲
窮
千
里
目
、
更
上
0

0

一
層
楼
」「
揮
手
0

0

自
茲
去
、
蕭
蕭
班
馬
鳴
」
…
な
ど
な
ど
、
枚

挙
に
暇
が
な
い
。
そ
し
て
、
単
に
動
作
語
が

多
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
動

作
が
、
詠
者
の
心
理
や
感
情
を
雄
弁
に
語
っ

て
い
る
場
合
が
多
い
よ
う
に
思
う
の
で
あ

る
。た

だ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
動
作
語
の
ニ
ュ
ア
ン

ス
の
理
解
と
な
る
と
、
案
外
、
困
難
が
と
も

な
う
。
白
居
易
詩
を
例
に
言
え
ば
、「
欹
枕
」

は
「
枕
を
欹
て
」
と
伝
統
的
に
訓
じ
ら
れ
、

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
動
作
な
の
か
に
つ
い
て

諸
説
が
あ
っ
た
が
、
埋
田
重
夫
氏
に
よ
っ
て

「
枕
に
側
臥
す
る
」
の
意
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
（『
中
国
文
学
研
究
』
14
）。
し

か
し
な
お
、
そ
れ
を
ど
う
訓
じ
る
か
は
、
検

討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
う
（
埋
田
氏
の
提

唱
す
る
「
枕
に
欹よ
こ
たは
る
」
は
、
私
に
は
違
和
感
が
あ

る
）。「
撥
簾
」
は
、
床
に
臥
し
た
ま
ま
簾
を

ち
ょ
っ
と
撥
ね
上
げ
る
様
を
言
う
も
の
の
よ

う
で
、
清
少
納
言
の
仰
々
し
い
振
る
舞
い
は

お
よ
そ
見
当
違
い
と
な
る
が
、
そ
れ
も
そ
も

そ
も
は
、「
簾
を
撥か
か
げげ
」
と
い
う
訓
に
引
か

れ
た
結
果
と
言
え
る
。

動
作
語
を
含
む
詩
語
辞
典
の
必
要
性

問
題
は
、
白
居
易
の
特
定
の
詩
を
ど
う
理

解
す
る
か
と
い
う
問
題
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

「
欹
枕
」
と
い
う
語
は
、
白
居
易
は
好
ん
で

用
い
て
お
り
、
他
の
詩
人
の
作
に
も
中
・
晩

唐
を
中
心
に
用
例
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
な
に

か
し
ら
の
共
通
す
る
風
情
と
い
う
も
の
が
感

じ
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
前
節
で
例
示

し
た
他
の
漢
詩
句
で
傍
点
を
付
し
た
語
も
、

そ
の
一
首
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
あ
る
て
い

ど
類
型
化
し
つ
つ
頻
用
さ
れ
た
も
の
ば
か
り

で
あ
る
。漢
詩
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
き
、

そ
れ
ら
の
動
作
語
が
詩
作
の
広
が
り
の
な
か

で
、
ど
の
よ
う
な
独
特
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
と

も
な
っ
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
は
、
非
常
に

重
要
な
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
、
と
素
人
な

が
ら
に
強
く
感
じ
て
い
る
。

和
歌
の
歌
語
辞
典
類
が
各
種
行
わ
れ
て

い
る
の
に
比
し
て
、
詩
語
辞
典
的
な
も
の
じ

た
い
が
乏
し
い
よ
う
に
感
じ
て
い
る
が
、
も

し
新
た
な
詩
語
辞
典
が
編
纂
さ
れ
る
と
き
に

は
、
ぜ
ひ
、
用
例
に
即
し
た
動
作
語
の
解
説

を
充
実
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

高
松
寿
夫

（
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授
）

漢
詩
の
動
作
語
の
豊
か
さ

東
ア
ジ
ア
の
広
が
り
の
な
か
で
、
白
居
易
は
ど
の
よ
う
に
変
奏
さ
れ
た
の
か―

中
国
本
土
は
も
と
よ
り
、
日
本
や
、
新
羅
な
ど
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
も
受
容
さ
れ
、

東
ア
ジ
ア
共
通
の
モ
ー
ド
と
し
て
文
学
や
信
仰
、
政
治
の
場
に
至
る
ま
で
多
岐
に
わ
た
る

文
化
的
影
響
を
与
え
て
き
た
唐
代
の
詩
人
・
白
居
易
。

日
中
双
方
の
視
点
か
ら
、
日
本
に
お
け
る
受
容
の
あ
り
方
を
中
心
に
、

東
ア
ジ
ア
の
文
学
的
伝
統
と
展
開
の
諸
相
を
明
ら
か
に
す
る
。 

日
本
古
代
文
学
と
白
居
易

王
朝
文
学
の
生
成
と
東
ア
ジ
ア
文
化
交
流

高
松
寿
夫
・
雋
雪
艶　
編

Ａ
５
判
上
製
・
定
価
八
四
〇
〇
円
（
税
込
）

丹
羽
博
之
／
絹
を
惜
し
む
詩
歌

李　

満
紅
／
大
伴
旅
人「
讃
酒
歌
」の
発
想
と
表
現

河
野
貴
美
子
／
島
田
忠
臣
、
菅
原
道
真
の
詩
と
白
居
易

謝　

思　

／『
千
載
佳
句
』所
載
の
白
居
易
佚
詩
に
関
す
る
考
察

木
戸
裕
子
／
大
江
匡
衡「
述
懐
古
調
詩
一
百
韻
」に
お
け
る
白
居
易
受
容

吉
原
浩
人
／
高
階
積
善
勧
学
会
詩
序
考

山
中
悠
希
／『
枕
草
子
』堺
本
・
前
田
家
本
に
お
け
る『
白
氏
文
集
』受
容

陣
野
英
則
／『
源
氏
物
語
』「
玉
鬘
十
帖
」の『
白
氏
文
集
』引
用 

中
西
智
子
／『
源
氏
物
語
』と
白
詩「
陵
園
妾
」

岡
部
明
日
香
／『
栄
花
物
語
』の
新
楽
府
引
用

雋　

雪
艶
／
句
題
和
歌
か
ら
見
る
日
本
に
お
け
る
中
国
文
化
の
受
容

錺　

武
彦
／
勅
撰
集
の
漢
故
事
題
和
歌

張　

哲
俊
／
都
門
・
都
門
柳
考

高
松
寿
夫
／『
菅
家
文
草
』元
禄
版
本
本
文
の
性
格 

索
引 
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山
陰
地
方
の
島
根
県
と
鳥
取
県
の
位
置
を

正
し
く
把
握
し
て
い
な
い
人
が
お
り
、
ま
た

「
島
」
と
「
鳥
」
が
似
る
せ
い
か
、
混
同
す

る
人
も
多
く
い
る
。今
は
廃
刊
に
な
っ
た「
朝

日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
で
、
東
京
人
が
も
っ
と
も

遠
く
感
じ
る
の
が
秋
田
県
と
島
根
県
だ
と
紹

介
し
て
い
た
の
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。

古
代
遺
跡
の
宝
庫

島
根
県
東
部
の
出
雲
地
方
に
は
独
自
の
文

化
が
あ
っ
た
。
一
九
八
四
年
に
は
、
簸
川
郡

の
荒
神
谷
遺
跡
で
、
三
五
八
本
の
銅
剣
が
発

見
さ
れ
、
翌
年
に
は
銅
鐸
六
個
、
銅
矛
十
六

本
も
出
土
し
、し
か
も
同
一
場
所
で
見
つ
か
っ

た
こ
と
の
な
い
こ
れ
ら
が
一
緒
に
発
掘
さ
れ
、

「
世
紀
の
発
見
」
と
い
わ
れ
た
こ
と
は
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
九
六
年
に
は
近

く
の
加
茂
岩
倉
遺
跡
か
ら
銅
鐸
三
十
九
個
が

見
つ
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
出
雲
大
社
の
そ
ば

に
最
近
開
館
し
た
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史

博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
が
、
現
物
を
目

の
当
た
り
に
す
る
と
実
に
壮
観
で
、
出
雲
の

力
に
敬
服
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
ら
の
強
み
は
、

説
明
な
し
で
も
一
見
し
て
妙
に
納
得
す
る
と

こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
文
物
を
何
も
否
定
す
る

つ
も
り
は
な
い
が
、
あ
ま
り
に
も
イ
メ
ー
ジ

が
強
す
ぎ
、
そ
の
分
、
文
献
を
扱
う
分
野
が

こ
と
さ
ら
に
等
閑
に
付
さ
れ
る
こ
と
に
与
っ

て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

古
事
記
・
日
本
書
紀
・
出
雲
国
風
土
記

奈
良
時
代
に
成
立
し
た
こ
れ
ら
は
出
雲

に
と
っ
て
す
こ
ぶ
る
大
事
な
古
代
文
献
で
あ

る
。
漢
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
だ
け

で
敬
遠
さ
れ
て
し
ま
う
、
損
な
役
回
り
を
演

じ
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
島
根
県
は
出

雲
神
話
を
見
直
す
べ
く
、
今
こ
れ
ら
に
光
を

当
て
よ
う
と
し
て
い
る
。
出
雲
神
話
と
い
え

ば
、
ま
ず
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
で
あ
る
。
地

上
に
降
り
立
っ
た
ス
サ
ノ
オ
は
八
俣
大
蛇
を

退
治
し
、そ
の
尾
か
ら
草
薙
の
剣
を
得
た
が
、

そ
の
舞
台
と
な
っ
た
の
が
斐
伊
川
流
域
で
、

鉄
文
化
と
の
関
連
を
窺
わ
せ
る
。
出
雲
は
鉄

の
生
産
が
盛
ん
で
、
特
に
そ
れ
は
「
た
た
ら

製
鉄
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
因
幡
の
海
岸
で

怪
我
に
苦
し
む
兎
を
治
療
し
た
オ
オ
ナ
ム
チ

も
無
視
で
き
な
い
。
年
長
の
神
々
か
ら
の
い

じ
め
と
も
い
え
る
試
練
を
経
て
国
土
の
支
配

者
と
な
り
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
ノ
ミ
コ
ト
と
名

乗
る
。
出
雲
大
社
の
祭
神
で
あ
る
。

著
名
な
国
引
き
神
話
は
記
紀
神
話
に
は
な

く
、
出
雲
国
風
土
記
に
だ
け
見
出
さ
れ
る
。

出
雲
国
は
小
さ
い
の
で
も
っ
と
大
き
く
し
よ

う
と
し
て
、
周
囲
の
余
っ
た
国
を
引
き
寄
せ

た
と
い
う
話
の
想
像
力
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

さ
は
私
の
も
っ
と
も
好
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
登
録
申
し
込
み
・
取
り
消
し
は
こ
ち
ら
か
ら

和
歌
発
祥
の
地

古
今
和
歌
集
は
、
記
紀
歌
謡
に
あ
る
、
ス

サ
ノ
オ
の
「
八
雲
た
つ
出
雲
八
重
垣
妻
ご
め

に
八
重
垣
つ
く
る
そ
の
八
重
垣
を
」
を
人
の

世
に
な
っ
て
最
初
に
詠
ま
れ
た
三
十
一
文
字

の
歌
だ
と
揚
言
し
て
い
る
。
和
歌
文
学
を
専

門
と
す
る
私(

大
阪
出
身)

が
出
雲
に
赴
任
で

き
た
こ
と
は
幸
せ
で
あ
っ
た
。
地
元
の
人
が

和
歌
発
祥
の
地
だ
と
は
ま
っ
た
く
知
ら
な
い

こ
と
に
ま
ず
驚
い
た
の
で
、
こ
れ
を
枕
に
し

て
話
を
始
め
る
の
を
常
と
し
て
い
る
。
出
雲

歌
壇
は
出
雲
大
社
の
神
官
が
中
心
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
江
戸
時
代
末
期

に
は
隆
盛
を
極
め
、
和
歌
の
結
社
が
二
つ
も

作
ら
れ
、
お
互
い
に
歌
会
を
催
行
す
る
な
ど

大
い
に
研
鑽
を
積
む
。
そ
の
結
果
、
伯
耆
や

因
幡
な
ど
の
歌
人
も
含
む
『
出
雲
国
名
所
歌

集
』
や
出
雲
歌
人
だ
け
の
『
類
題
八
雲
集
』

な
ど
の
多
く
の
類
題
和
歌
集
を
次
々
と
三
都

（
江
戸
・
京
都
・
大
坂
）
の
書
肆
か
ら
、
ま
た
は

私
家
版
と
し
て
上
梓
す
る
。こ
れ
以
外
に
も
、

俳
諧
や
連
歌
も
多
く
制
作
さ
れ
て
お
り
、
名

家
に
は
こ
れ
ら
の
資
料
が
数
多
く
残
存
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
出
雲
地
方
は

か
ほ
ど
に
文
化
豊
潤
の
地
な
の
で
あ
る
。

⇨目次に戻る

小
論
・
研
究
余
滴
・
随
想
な
ど
本
誌
に
お
寄
せ
願
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
「
投
稿
募
集
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

出
雲
の
文
化
遺
産

芦
田
耕
一

（
島
根
大
学
法
文
学
部
教
授
）

新
し
い
切
り
口
で
「
出
雲
」
を
掘
り
起
こ
す

『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
描
か
れ
、
神
の
国
と
い
わ
れ
る
出
雲
。

そ
の
強
い
宗
教
性
を
特
徴
と
す
る
地
域
全
体
を
「
出
雲
文
化
圏
」
と

設
定
し
、
時
代
・
地
域
横
断
的
に
と
ら
え
な
お
す
。

韓
国
や
台
湾
な
ど
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
視
点
に
よ
る
「
出
雲
神
話
」
の

再
解
釈
、
強
い
宗
教
性
に
刺
激
を
受
け
た
人
々
の
交
流
と

そ
れ
に
伴
う
技
術
的
・
産
業
的
な
発
展
、
文
芸
創
作
や
学
問
な
ど
、

「
神
話
」
の
世
界
に
と
ど
ま
ら
な
い
、

知
ら
れ
ざ
る
文
化
の
諸
相
を
明
ら
か
に
す
る
。

ア
ジ
ア
遊
学 
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出
雲
文
化
圏
と
東
ア
ジ
ア

芦
田
耕
一
・
原
豊
二　
編

Ａ
５
判
並
製
・
定
価
二
一
〇
〇
円
（
税
込
）

序
言
／
芦
田
耕
一
・
原
豊
二

Ⅰ　
古
代
の
視
点
か
ら

　
『
出
雲
国
風
土
記
』
研
究
の
明
日
へ
の
道
（
関
和
彦
）

　

韓
国
か
ら
見
た
出
雲
神
話
（
閔
丙
勲
）

　

台
湾
か
ら
見
た
出
雲
神
話
（
岡
部
明
日
香
）

　

長
元
四
年
の
杵
築
大
社
顚
倒
・
託
宣
事
件
（
大
日
方
克
己
）

　

コ
ラ
ム
島
根
県
神
原
神
社
古
墳
の
三
角
縁
神
獣
鏡
と
異
界
（
正
道
寺
康
子
）

Ⅱ　
旅
と
交
流

　

伊
能
忠
敬
測
量
隊
わ
が
村
に
来
た
る
（
高
安
克
己
）
／
鰯
の
歌
詠
み
（
蒲
生
倫
子
）

　

コ
ラ
ム
京
都
に
残
る
出
雲
（
久
保
田
孝
夫
）

Ⅲ　
信
仰
と
技
術

　
「
神
国
」
出
雲
の
宗
教
事
情
（
小
林
准
士
）
／
出
雲
大
社
（
和
田
嘉
宥
）

　
「
た
た
ら
」
を
め
ぐ
る
人
々
の
動
き
（
鳥
谷
智
文
）

　

出
雲
の
狛
犬
（　

江
正
幸
）
／
明
治
に
生
き
る
江
戸
の
技
術
（
藤
木
竜
也
）

Ⅳ　
文
芸
と
遊
び

　

奉
納
和
歌
の
世
界
（
芦
田
耕
一
）
／
明
治
初
期
の
出
雲
漢
詩
壇
に
つ
い
て
（
要
木
純
一
）

　

松
江
藩
と
実
録
（
田
中
則
雄
）
／
楽
人
と
し
て
の
田
代
元
春
（
原
豊
二
）

　

コ
ラ
ム
手
錢
さ
の
子
と
杵
築
文
学
（
佐
々
木
杏
里
）

Ⅴ 　
学
び
舎
の
風
景

　
書
写
狂
（
大
嶋
陽
一
）
／
歌
集
『
山
下
水
』
を
め
ぐ
る
家
と
人
々
（
山
﨑
真
克
）

　

山
陰
歴
史
館
初
代
館
長
足
立
正
の
視
点
（
梅
林
智
美
）
／
コ
ラ
ム
池
田
亀
鑑
の
生
い
立
ち
（
伊
藤
鉄
也
）

廣黄

二
〇
一
〇
年
七
月
下
旬
刊
行
予
定
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小
田
嶽
夫
へ
の
注
目

小
田
嶽
夫
（
明
治
三
三
年
七
月
五
日
〜
昭
和

五
四
年
六
月
二
日
、
本
名
・
小
田
武
夫
）
と
い
う

作
家
は
、昭
和
一
一
年
、「
城
外
」（『
文
学
生
活
』

昭
和
一
一
年
六
月
）
で
第
三
回
芥
川
賞
を
射
止

め
た
こ
と
、あ
る
い
は『
魯
迅
伝
』（
筑
摩
書
房
、

昭
和
一
六
年
）
と
い
う
本
邦
初
の
本
格
的
魯
迅

評
伝
に
よ
っ
て
、
文
学
史
上
に
そ
の
名
を
と

ど
め
て
き
た
。
と
は
い
え
、
小
田
に
は
文
庫

本
は
お
ろ
か
全
集
も
な
く
、
読
む
こ
と
自
体

が
困
難
な
状
況
が
つ
づ
い
て
き
た
。
と
こ
ろ

が
、「
東
ア
ジ
ア
」
や
「
中
国
」
と
い
っ
た
、

近
年
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
照
ら
し
て
み
る
な

ら
ば
、
そ
の
文
学
的
営
為
は
改
め
て
見
直
す

べ
き
重
要
な
も
の
と
し
て
再
発
見
で
き
る
は

ず
だ
。

長
か
っ
た
同
人
雑
誌
時
代
か
ら
戦
後
へ
と

至
る
文
学
活
動
は
、
小
田
三
月
編
『
小
田
嶽

夫
著
作
目
録　

七
周
忌
に
あ
た
り
』（
青
英
舎
、

昭
和
六
〇
年
）
を
参
照
す
れ
ば
一
望
で
き
る
。

そ
の
中
で
も
「
中
国
」
は
、
小
田
文
学
の
重

要
な
モ
チ
ー
フ
／
テ
ー
マ
と
し
て
一
貫
し
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、「
中
国
」
と
い
う
視
座

か
ら
文
業
の
一
端
を
素
描
す
る
こ
と
で
、
小

田
嶽
夫
と
い
う
問
題
領
域
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。

小
田
嶽
夫
と
「
中
国
」

小
田
嶽
夫
に
と
っ
て
「
中
国
」
と
は
、
外

務
省
書
記
生
と
し
て
杭
州
領
事
館
に
赴
任

し
た
こ
と
が
直
接
的
な
関
係
の
端
緒
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
体
験
は
、
自
他
と
も
に
認
め

る
小
田
文
学
の
エ
ッ
セ
ン
ス
と
な
り
、
文
壇

デ
ビ
ュ
ー
作
の
「
日
本
学
士
蔡
萬
」（『
新
潮
』

昭
和
九
年
九
月
）を
皮
切
り
に
、「
城
外
」（
前
掲
）、

短
篇
集
『
紫
禁
城
の
人
』（
墨
水
書
房
、
昭
和

一
六
年
）、『
望
郷
』（
学
習
研
究
社
、
昭
和
三
〇
年
）

な
ど
を
生
み
出
し
て
い
く
。
そ
れ
ば
か
り
で

な
く
、
小
田
に
は
中
国
文
学
の
翻
訳
や
伝
記

に
関
す
る
仕
事
も
多
い
。
在
中
体
験
を
生
か

し
た
『
支
那
人
・
文
化
・
風
景
』（
竹
村
書
房
、

昭
和
一
二
年
）
や
『
揚
子
江
文
学
風
土
記
』（
龍

吟
社
、昭
和
一
六
年
、武
田
泰
淳
と
の
共
著
）
と
い
っ

た
エ
ッ
セ
イ
、
郁
達
夫
『
過
去
』（
春
陽
堂
、

昭
和
七
年
）
や
茅
盾
「
幻
滅
」（『
セ
ル
パ
ン
』
昭

和
一
〇
年
一
〇
月
）、
さ
ら
に
は
『
大
魯
迅
全

集　

第
七
巻
』（
改
造
社
、
昭
和
一
二
年
、
鹿
地

亘
と
の
共
訳
）
と
い
っ
た
翻
訳
、さ
ら
に
は
『
魯

迅
伝
』（
筑
摩
書
房
、
昭
和
一
六
年
）、『
郁
達
夫

伝
』（
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
〇
年
）
な
ど
の
伝

記
を
残
し
た
。
文
字
通
り
、「
中
国
」
と
は
、

小
田
に
と
っ
て
文
学
活
動
の
支
柱
だ
っ
た
の

だ
。

戦
時
下
「
中
国
」
へ
の
関
心

昭
和
一
二
年
七
月
七
日
の
盧
溝
橋
事
件
に

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
登
録
申
し
込
み
・
取
り
消
し
は
こ
ち
ら
か
ら

⇨目次に戻る

松
本
和
也

（
信
州
大
学
准
教
授
）

問
題
領
域
と
し
て
の
小
田
嶽
夫

―
「
中
国
」と
い
う
視
座
か
ら　
　
　

端
を
発
す
る
日
中
開
戦
以
前
、
小
田
嶽
夫
は

魯
迅
の
死
（
昭
和
一
一
年
一
〇
月
一
九
日
）
に
際

し
て
、
複
数
の
追
悼
文
を
執
筆
す
る
。
そ
の

文
学
的
価
値
を
高
く
評
価
し
た
小
田
は
、「
大

波
小
波　

魯
迅
を
悼
む　

中
国
青
年
の
心
の

灯
」（『
都
新
聞
』
昭
和
一
一
年
一
〇
月
二
一
日
）
に

お
い
て
、《
つ
つ
し
ん
で
支
那
の
国
民
的
芸

術
家
に
し
て
又
我
等
東
洋
の
誇
る
世
界
的
芸

術
家
魯
迅
の
逝
去
に
哀
悼
の
意
を
表
す
》
と

書
い
て
い
る
。

自
分
が
親
し
ん
だ
「
中
国
」
と
日
本
が
争

う
と
い
う
現
実
に
対
し
、
小
田
は
複
雑
な
感

懐
を
抱
き
つ
づ
け
て
い
く
。
そ
の
渦
中
で
小

田
は
、「
泥
河
」（『
改
造
』
昭
和
一
二
年
一
〇
月
）

を
発
表
す
る
。
小
田
に
し
て
み
れ
ば
、
こ
と

さ
ら
時
流
に
あ
わ
せ
た
わ
け
で
は
な
い
の
だ

が
、「
城
外
」
の
系
譜
を
ひ
く
か
の
よ
う
に
、

戦
争
と
い
う
状
況
の
な
か
恋
愛
を
描
い
た
一

篇
は
、
当
時
流
行
の
報
告
文
学
と
し
て
受
け

と
め
ら
れ
た
。
戸
坂
潤
「
文
芸
時
評
（
２
）

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
と
「
小
説
」」（『
中
外
商
業

新
報
』昭
和
一
二
年
九
月
二
八
日
）、丹
羽
文
雄「
文

芸
時
評
（
１
）
小
説
の
運
命　

作
家
の
時
代

に
処
す
る
覚
悟
」（『
報
知
新
聞
』
昭
和
一
二
年
九

月
三
〇
日
）、
石
川
達
三
「
十
月
の
文
芸
時
評

（
中
）
報
告
文
学
へ
の
関
心
」（『
信
濃
毎
日
新

聞
』
昭
和
一
二
年
一
〇
月
六
日
夕
刊
）、
大
岡
昇
平

「
文
化
月
報　

小
説　

女
流
作
家
の
ナ
ル
シ

シ
ス
ム
」（『
文
学
界
』
昭
和
一
二
年
一
一
月
）
と

い
っ
た
同
時
代
評
が
、「
泥
河
」
を
一
様
に

報
告
文
学
と
位
置
づ
け
て
い
っ
た
の
だ
。
こ

う
し
た
事
態
は
、戦
時
下
に
あ
っ
て
な
お「
中

国
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
書
き
つ
い
で
い
く
小

田
に
、
時
流
が
追
い
つ
い
た
も
の
と
み
る
べ

き
だ
ろ
う
。

魯
迅
へ
の
接
近

『
魯
迅
伝
』
刊
行
に
先
立
っ
て
、
小
田
嶽

夫
は
魯
迅
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
短
篇
を
発
表

し
て
い
る
。「
飄
泊
の
魯
迅
」（『
文
芸
春
秋
』

昭
和
一
三
年
七
月
）
が
そ
れ
で
、
タ
イ
ト
ル
に

も
示
唆
さ
れ
た
よ
う
に
、
厦
門
大
学
教
授

時
代
の
魯
迅
の
鬱
屈
が
テ
ー
マ
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
作
品
は
発
表
当
時
、上
司
小
剣「
文

芸
時
評
【
３
】
西
鶴
と
魯
迅　

大
き
な
共
通

点
」（『
都
新
聞
』
昭
和
一
三
年
七
月
六
日
夕
刊
）
や

中
島
健
蔵
「
文
芸
時
評
①
異
国
趣
味
か
否
か

　

小
田
嶽
夫
と
佐
藤
俊
子
の
作
品
」（『
東
京

朝
日
新
聞
』
昭
和
一
三
年
六
月
二
八
日
）
な
ど
に

お
い
て
論
評
さ
れ
、
魯
迅
の
心
情
の
描
き
方

が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

『
魯
迅
伝
』
は
、
一
書
に
ま
と
ま
る
ま
で

に
、
紆
余
曲
折
を
へ
た
書
物
で
あ
る
。「
魯

迅
伝
（
第
一
回
）」
が
発
表
さ
れ
た
『
新
風
』

（
昭
和
一
五
年
七
月
）
は
、
存
続
が
あ
や
ぶ
ま
れ

な
が
ら
創
刊
さ
れ
た
同
人
雑
誌
で
、
岡
田
三

郎
「
文
芸
時
評
①
〝
新
風
〞
の
廃
刊
」（『
福

岡
日
日
新
聞
』
昭
和
一
五
年
七
月
六
日
）
で
は
、《
小

田
嶽
夫
の
『
魯
迅
伝
』
が
こ
の
ま
ま
立
消
え

に
な
る
の
は
わ
け
て
も
心
残
り
で
あ
る
》
と

危
惧
さ
れ
て
い
た
。
実
際
に
『
新
風
』
が

廃
刊
と
な
っ
た
後
、「
魯
迅
伝
」
は
文
芸
誌

連
載
（『
新
潮
』
昭
和
一
五
年
九
〜
一
一
月
）
を
へ

て
、
そ
れ
ら
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
も
、
書
き

下
ろ
し
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
。
太
宰
治
が

『
惜
別　

医
学
徒
の
頃
の
魯
迅
』（
朝
日
新
聞
社
、

小
論
・
研
究
余
滴
・
随
想
な
ど
本
誌
に
お
寄
せ
願
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
「
投
稿
募
集
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://www.bensey.co.jp/mm.html
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昭
和
二
〇
年
）
執
筆
の
際
に
参
考
に
し
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
る
『
魯
迅
伝
』
は
、
後
々
ま
で

読
み
つ
が
れ
て
い
く
小
田
の
代
表
作
に
な
っ

た
。同

作
は
書
評
で
も
多
く
取
り
あ
げ
ら
れ
、

中
野
重
治
「
小
田
嶽
夫
の
『
魯
迅
伝
』」（『
読

売
新
聞
』
昭
和
一
六
年
五
月
二
八
日
）
を
は
じ
め
、

浅
見
淵
「
小
田
嶽
夫
著
「
魯
迅
伝
」」（『
新

潮
』
昭
和
一
六
年
五
月
）、
青
柳
優
「
新
刊
紹
介

　

小
田
嶽
夫
著
「
魯
迅
伝
」」（『
早
稲
田
文
学
』

昭
和
一
六
年
五
月
）、
浅
見
淵
「
小
田
嶽
夫
「
魯

迅
伝
」
に
関
連
し
て
」（
同
前
）、
武
田
泰
淳

「
小
田
嶽
夫
「
魯
迅
伝
」」（『
中
国
文
学
』
昭
和

一
六
年
五
月
）
な
ど
、
質
量
と
も
に
充
実
し
た

反
応
を
引
き
起
こ
す
こ
と
と
な
っ
た
。

総
じ
て
、「
城
外
」
や
『
魯
迅
伝
』
は
も

ち
ろ
ん
、「
中
国
」
を
直
接
／
間
接
的
な
モ

チ
ー
フ
／
テ
ー
マ
と
し
た
小
田
嶽
夫
の
文
学

活
動
総
体
は
、
た
い
へ
ん
重
要
な
問
題
領
域

で
あ
り
、
研
究
の
進
展
が
望
ま
れ
る
。

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
登
録
申
し
込
み
・
取
り
消
し
は
こ
ち
ら
か
ら

⇨目次に戻る

小
論
・
研
究
余
滴
・
随
想
な
ど
本
誌
に
お
寄
せ
願
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
「
投
稿
募
集
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
年
は
七
月
二
十
六
日
が
土
用
の
丑
の
日

な
の
で
、
蒲
焼
を
中
心
に
し
て
、
肉
類
を
焼

く
料
理
を
ま
と
め
て
扱
う
。

〇
蒲
焼　

落
語
「
や
か
ん
」
に

「
あ
れ
は
本
当
は
馬
鹿
焼
き
と
言
う
。馬

鹿
な
魚
だ
。
だ
か
ら
こ
れ
を
馬
鹿
焼
き
と

言
っ
た
が
、
名
前
が
悪
い
、
食た
べ
て者
が
な
い

か
ら
。
こ
れ
を
引
っ
く
り
返
し
て
『
か
ば

焼
き
』
と
な
っ
た
ん
だ
」「
名
前
を
ひ
っ

く
り
返
す
の
は
お
か
し
い
ね
」「
返
さ
な
い

と
焦
げ
る
」（『
円
生
全
集　

別
巻
中
』）

と
い
う
こ
じ
つ
け
の
語
源
説
明
が
あ
る
。

蒲
焼
の
語
源
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
彦
麿

『
神か
み
よ
の
な
ご
り

代
余
波
』1847

（
中
）に
、昔
、蒲
焼
と
言
っ

た
も
の
は
、
魚
の
口
か
ら
尾
ま
で
を
竹
の
串

で
貫
い
て
焼
い
た
、
そ
れ
が
蒲
（
が
ま
・
か
ば
）

の
穂
に
似
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
言
っ
て
い

る
の
が
正
し
い
よ
う
だ
。
室
町
時
代
の
『
大

草
家
料
理
書
』
に
、
宇
治
丸
（
京
都
府
宇
治
市

産
の
ウ
ナ
ギ
）
の
蒲
焼
は
、
丸
焼
き
に
し
て
切

り
、
醤
油
と
酒
と
を
ま
ぜ
て
付
け
る
、
山
椒

味
噌
を
付
け
て
も
よ
い
、
と
あ
る
の
が
蒲
焼

の
最
古
の
例
だ
か
ら
だ
。

他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
る
。
①
焼
い

た
皮
の
色
が
紅
黒
で
、
樺
（
か
ば
）
の
皮
に

似
て
い
る
か
ら
（
黒
川
道
祐
『
雍
州
府
志
』1686

（
六
）な
ど
）、②
平
安
時
代
の『
新
猿
楽
記
』に
、

香
疾
（
か
ば
や
き
）
大
根
と
い
う
名
が
見
え
る
、

こ
れ
は
香
ば
し
い
香
り
が
疾は
や

く
鼻
に
入
る
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う（
山
東
京
伝『
骨
董
集
』（
中
）

な
ど
）、③
蒲か
ま
ぼ
こ鉾
の
形
だ
か
ら
（
喜
多
村
信
節
『
瓦

礫
雑
考
』（
二
））
な
ど
。
語
源
説
と
い
う
も
の

は
、
こ
ん
な
ふ
う
に
い
ろ
い
ろ
と
こ
じ
つ
け

る
こ
と
が
出
来
る
も
の
だ
。

蒲
焼
の
鰻
の
裂
き
方
に
つ
い
て
、『
守
貞

謾
稿
』
で
は
、「
生
業
上
」
に
は
京
阪
で
は

背
か
ら
裂
き
、江
戸
で
は
腹
か
ら
裂
く
と
し
、

「
生
業
下
」
で
は
、
京
阪
で
は
腹
か
ら
、
江

戸
で
は
背
か
ら
と
、
逆
の
こ
と
を
記
し
て
い

る
。
現
在
は
後
者
が
行
わ
れ
て
い
る
。
武
士

の
町
で
あ
る
江
戸
で
は
腹
を
切
る
の
を
嫌
う

か
ら
だ
と
言
う
。

『
浮
世
風
呂
』（
二
上
）
に
、
上
方
の
女
と

江
戸
と
女
と
が
言
い
争
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。

そ
の
中
で
、
上
方
の
女
が
、「
鱣う
な
ぎな
ど
も
御

当
地
の
は
和や
ら
こい
ば
か
り
で
も
み
な
い
（
う
ま

く
な
い
）が
ナ
。…
鉄か
な
ぐ
し串
に
さ
し
て
焼
く
ぢ
ゃ
。

ハ
、
そ
の
焼
い
た
跡
で
能え
い

程
づ
つ
に
切
っ
て

ナ
、
平
（
底
が
浅
く
平
た
い
椀
）
に
入
れ
て
ぎ
っ

し
り
と
蓋
し
て
出
す
さ
か
ひ
に
、
な
ん
ぼ
で

も
さ
め
る
と
い
ふ
案
じ
（
心
配
）
が
な
い
わ

い
ナ
」
と
言
う
と
、
江
戸
の
女
は
、「
江
戸

蒲
焼
・
柳
川
鍋
・
す
き
焼
き
・
も
つ
焼
き（
一
）

―

く
い
も
の
の
語
源
と
博
物
誌―

　
　
　
　
　

小
林
祥
次
郎

世
界
的
視
野
を
も
っ
た
巨
人
、
大
谷
光
瑞
の
真
相
。

大
谷
光
瑞
の
魅
力
と
意
義
を
ア
ジ
ア
と
い
う
地
域
性
の
な
か
に
追
求
。

ロ
シ
ア
、
朝
鮮
、
中
国
、
チ
ベ
ッ
ト
、
ト
ル
コ
、
南
洋
な
ど
各
地
域
と
の
関
わ
り
を
詳
述
す
る
ほ
か
、

建
築
、
香
、
薬
物
、
外
務
省
外
交
記
録
な
ど
多
角
的
な
観
点
か
ら
の
論
考
を
多
数
収
録
。

海
外
開
教
と
学
術
調
査
の
全
貌
を
究
明
す
る
。 

大
谷
光
瑞
と
ア
ジ
ア

知
ら
れ
ざ
る
ア
ジ
ア
主
義
者
の
軌
跡  

柴
田
幹
夫　
編

Ａ
５
判
上
製
・
定
価
六
八
二
五
円
（
税
込
）

初
の
日
中
比
較
研
究
で
解
明
し
た
霊
魂
の
怪
異
。
著
者
三
十
年
の
成
果
。

神
・
妖
怪
・
幽
霊
・
鬼
は
霊
魂
の
働
き
に
よ
る
怪
異
現
象
で
あ
る
。

人
間
と
自
然
の
霊
魂
が
相
互
に
交
流
し
な
が
ら
怪
異
を
生
む
。

日
本
と
中
国
の
古
代
か
ら
現
代
ま
で
を
大
観
し
た
霊
魂
の
文
化
誌
。

索
引
完
備
で
事
典
を
兼
ね
る
。　

  

霊
魂
の
文
化
誌

神
・
妖
怪
・
幽
霊
・
鬼
の
日
中
比
較
研
究  

諏
訪
春
雄　
著

Ａ
５
判
上
製
・
定
価
八
四
〇
〇
円
（
税
込
）

第
一
部　

大
谷
光
瑞
研
究
の
実
情
と
課
題　
　

第
二
部　

大
谷
光
瑞
小
伝

第
三
部　

大
谷
光
瑞
と
ア
ジ
ア　
　
　
　
　
　

第
四
部　

大
谷
光
瑞
と
そ
の
時
代

索
引
／
大
谷
光
瑞
年
譜

霊
魂
・
神
・
精
霊
／
妖
怪
と
幽
霊
／
中
国
の
神
観
念
／
日
本
の
神
観
念
／
中
国
の
妖
怪
／
日
本
の
妖
怪

日
中
妖
怪
観
の
比
較
／
中
国
妖
怪
の
形
成―
鋪
首
／
日
本
の
幽
霊
／
日
本
人
の
他
界
観
／
祖
霊
信
仰

幽
霊
の
可
視
化
／
怨
霊
化
す
る
幽
霊
／
地
獄
観
の
日
本
的
変
容
／
幽
霊
と
妖
怪
の
交
錯

日
本
的
幽
霊
像
の
形
成
／
近
世
の
幽
霊
／
中
国
の
幽
霊
／
鬼
／
ま
と
め
／
索　

引

二
〇
一
〇
年
七
月
下
旬
刊
行
予
定
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メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
登
録
申
し
込
み
・
取
り
消
し
は
こ
ち
ら
か
ら

⇨目次に戻る

小
論
・
研
究
余
滴
・
随
想
な
ど
本
誌
に
お
寄
せ
願
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
「
投
稿
募
集
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ぢ
ゃ
ァ
、
そ
ん
な
け
ち
な
事
は
流は

や行
ら
ね
え

の
さ
。
江
戸
前
の
蒲
焼
は
、
ぽ
っ
ぽ
っ
と
湯

気
の
立
つ
の
を
皿
へ
並
べ
て
出
す
。
食
べ
る

内
に
冷
め
た
ら
、
そ
の
儘ま
ま

置
い
て
、
お
代
り

の
焼
き
立
て
を
食
べ
る
が
江
戸
っ
子
さ
」
と

言
う
。
今
は
こ
の
上
方
の
ス
タ
イ
ル
が
ど
こ

で
も
普
通
だ
ろ
う
。

江
戸
前
の
鰻
と
い
う
の
は
、
越こ
し
が
や
ご
ざ
ん

谷
吾
山
の
方

言
辞
書『
物
類
称
呼
』1775

（
二
）で
は
、浅
草
川・

深
川
辺
の
も
の
を
呼
ぶ
と
し
て
い
る
。

土
用
の
丑
の
日
に
結
び
付
け
た
の
は
、
平

賀
源
内
が
鰻
屋
か
ら
看
板
を
頼
ま
れ
、「
今

日
は
丑
」
と
書
い
た
の
に
始
ま
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
白
峰
庵
の
回
想
録
『
明
和
誌
』

1822

に
、
安
永
・
天
明
（
一
七
七
二―

八
九
）

こ
ろ
に
始
ま
っ
た
と
あ
る
。
時
代
は
合
致
し

て
い
る
が
、
源
内
の
こ
と
は
出
て
い
な
い
。

文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
の
『
柳
多
留
』

七
十
三
扁
に
「
丑
の
日
に
籠
で
乗
り
込
む
旅

う
な
ぎ　

早
牛
」
と
い
う
句
が
あ
る
。
丑
の

日
に
は
鰻
の
需
要
が
多
く
て
江
戸
前
の
も
の

で
は
足
ら
ず
、
地
方
の
も
の
を
取
り
寄
せ
る

こ
と
を
詠
ん
だ
も
の
だ
。

夏
に
鰻
を
食
べ
る
の
は
、
大
伴
家
持
の

歌
「
石い
し
ま
ろ

麻
呂
に
我
も
の
申
す
夏
痩
せ
に
良

し
と
い
ふ
も
の
そ
鰻
む
な
ぎ

捕
り
召
せ
」（
万
葉

集
・
一
六
・
三
八
五
三
）
か
ら
、
奈
良
時
代
に
は

す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
の
が
分
か
る
。
こ
の

歌
に
は
、
あ
ん
な
気
味
の
悪
い
も
の
を
と
い

う
気
持
ち
が
見
え
る
よ
う
に
思
う
。

関
西
で
鰻
飯
を
マ
ブ
シ
・
マ
ム
シ
と
言
う

の
は
、
鰻
を
飯
の
上
に
ま
ぶ
し
た
も
の
だ
か

ら
だ
。『
守
貞
謾
稿
』（
生
業
上
）
に
、
京
阪

で
は
マ
ブ
シ
、
江
戸
で
は
ド
ン
ブ
リ
と
言
う

と
し
て
、
江
戸
で
は
有
名
な
鰻
屋
で
は
売
ら

ず
、
中
以
下
の
鰻
屋
で
出
す
、
朝
顔
形
の
丼

鉢
に
盛
っ
て
、鉢
の
底
に
熱
飯
を
少
し
入
れ
、

そ
の
上
に
小
鰻
を
焼
い
た
の
を
五
つ
六
つ
並

べ
、
ま
た
熱
飯
を
入
れ
、
そ
の
表
に
ま
た
小

鰻
を
六
つ
七
つ
置
く
と
記
し
て
い
る
。

〇
柳
川
鍋

ド
ジ
ョ
ウ
の
頭
と
骨
を
取
り
除
い
て
、
笹

が
き
に
し
た
ゴ
ボ
ウ
と
い
っ
し
ょ
に
割
り
下

を
加
え
て
土
鍋
で
煮
込
み
、
玉
子
で
と
じ
た

も
の
が
柳
川
鍋
だ
。

骨
抜
き
の
ド
ジ
ョ
ウ
鍋
は
、文
政（
一
八
一
八

―

三
〇
）
の
初
め
こ
ろ
、
江
戸
南
伝
馬
町
（
東

京
都
中
央
区
）
の
万よ
ろ
ず
や屋
が
始
め
、
そ
の
後
、

天
保
（
一
八
三
〇―

四
四
）
の
初
め
こ
ろ
に
、

横
山
同
朋
町
（
東
京
都
中
央
区
）
の
柳
川
と
い

う
店
が
裏
店
で
始
め
、
表
店
に
移
っ
て
お
お

い
に
流
行
し
て
同
じ
名
の
店
を
い
く
つ
も
開

き
、
同
じ
名
で
な
い
店
で
も
売
る
よ
う
に
な

り
、京
阪
に
も
伝
わ
っ
た
と『
守
貞
謾
稿
』（
生

業
上
）
に
見
え
る
。
柳
川
は
店
の
名
で
、
福

岡
県
の
地
名
で
は
な
か
っ
た
。

〇
す
き
焼
き

ス
キ
ヤ
キ
は
農
具
の
鋤
で
肉
類
を
焼
い

た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
の
が
通
説
で
、
そ
れ

が
正
し
い
。
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
出
た

『
素
人
庖
丁
』
に
、ハ
マ
チ
（
魬
）
の
鋤
焼
は
、

ハ
マ
チ
を
三
枚
に
お
ろ
し
て
二
分
（
六
ミ
リ
）

ほ
ど
に
作
り
、
唐か
ら
す
き鋤
を
火
に
か
け
て
、
よ
く

焼
け
た
時
に
油
で
拭
い
、
そ
の
上
で
焼
く
、

と
あ
る
。
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
の
『
料
理

早
指
南　

四
篇
』
に
は
、
鋤
や
き
は
、
雁
・

鴨
の
類
を
作
っ
て
溜た

ま
り
に
漬
け
て
お
き
、

古
い
唐
鋤
で
焼
く
と
説
明
す
る
。
な
ぜ
農

具
を
使
っ
た
の
か
。
江
戸
時
代
に
は
獣
肉
を

調
理
す
る
時
に
は
、
穢
れ
を
嫌
っ
て
、
土
間

で
調
理
し
た
り
、
い
つ
も
と
は
違
う
道
具
を

使
っ
た
り
す
る
な
ど
、特
別
な
扱
い
を
し
た
。

右
の
二
例
は
魚
や
鳥
だ
け
れ
ど
、
そ
う
い
う

意
識
で
、
鍋
で
は
な
く
鋤
を
使
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

農
具
の
鋤
に
落
ち
着
い
た
の
は
、
新
村
出

が
大
正
十
三
年
一
月
八
、九
、十
日
の
朝
日
新

聞
に
載
せ
た「
鋤
焼
物
語
」（『
南
蛮
更
紗
』所
収
）

と
い
う
考
証
随
筆
で
こ
れ
を
証
明
し
て
か
ら

の
こ
と
だ
。
そ
れ
以
前
に
は
、大
槻
文
彦『
言

海
』
で
は
、「
す
き
や
き
」
を
「
薄ス

キ

ミ
切
肉
ニ

醤
油
ヲ
ツ
ケ
テ
焼
ク
コ
ト
」
と
説
明
し
て
い

る
。
語
源
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
が
、

そ
う
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
落
合
直
文

『
こ
と
ば
の
泉
』（
明
治
三
一
年
）
で
は
「
透
焼
」

と
漢
字
を
あ
て
て
い
る
。

「
鍬
焼
き
」
と
い
う
料
理
も
あ
っ
た
。
式

亭
三
馬
の
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
の
『
古

今
百
馬
鹿
』（
上
）
に
、「
鴨
の
鍬
焼
を
し
て

食
は
う
。
オ
ッ
ト
、鍬
形
を
こ
こ
へ
く
ん
な
」

と
あ
り
、
別
に
亭
主
が
長
火
鉢
で
鍬
焼
き
を

す
る
絵
が
あ
り
、
三
馬
の
「
鴨
の
鍬
焼
す
る

を　

手
料
理
の
鴨
と
鍬
に
は
引
き
換
へ
て
付

け
焼
き
に
で
は
ゆ
か
ぬ
女
房
」
と
い
う
狂
歌

が
添
え
て
あ
る
。

〇
か
し
わ

鶏
肉
を
カ
シ
ワ
と
言
う
こ
と
が
あ
る
。
正

保
二
年
（
一
六
三
八
）
に
出
た
句
集
『
毛
吹
草
』

（
六
）
に
、「
散
り
敷
く
や
庭
に
柏
の
め
ん
鳥

羽　

宗
朋
」
と
い
う
、
黄
褐
色
の
黄
鶏
を
枯

れ
た
柏
の
葉
に
見
立
て
た
句
が
あ
る
。
つ
ま

り
本
来
は
黄
鶏
を
カ
シ
ワ
と
言
っ
た
が
、
後

に
肉
も
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。
谷
川
士
清
の

辞
書
『
倭
訓
栞
』
に
、「
鶏
ま
た
蛤
の
色
に
か

し
は
と
言
ふ
も
、
槲か
し
はの
黄
葉
に
似
た
る
な
り
」

と
あ
る
。
ハ
マ
グ
リ
に
も
言
っ
た
よ
う
だ
。

（
つ
づ
く
）　　
　
　
　
　

そ
う
だ
、
こ
の
本
持
っ
て
、
京
都
、
行
こ
う
。

京
野
菜
、
祭
り
、
仏
像
、
観
光
学
、
京
気
質
、
酒
、
京
菓
子
…
。

京
都
は
伝
統
的
な
文
化
都
市
で
あ
り
な
が
ら
、

た
え
ず
革
新
で
あ
り
つ
づ
け
る
。

そ
こ
に
、
京
都
学
の
大
き
な
魅
力
が
あ
る
。

と
っ
て
お
き
、
ほ
ん
ま
も
ん
の
京
都
を

楽
し
く
知
的
に
案
内
。

京
都
学
を
楽
し
む

古
都
を
め
ぐ
る
33
の
講
座  

知
恵
の
会
（
代
表
：
糸
井
通
浩
）　
編

Ａ
５
判
上
製

定
価
三
五
七
〇
円
（
税
込
）

京
都
学
の
企
て

糸
井
通
浩　
編

四
六
判
上
製
・
定
価
二
五
二
〇
円
（
税
込
）

京
（
み
や
こ
）
の
自
然
、
歴
史
、
信
仰
、

文
学
、
文
化
…
…
京
野
菜
ま
で
。

京
都
を
愛
し
、
京
都
を
学
ぶ
楽
し
さ
、

今
昔
の
知
恵
が
あ
ふ
れ
る
、

新
し
い
切
り
口
か
ら

京
を
掘
り
起
こ
し
た
一
冊

http://www.bensey.co.jp/mm.html
http://www.bensey.co.jp/book/2259.html
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http://www.bensey.co.jp/book/2259.html
http://www.bensey.co.jp/book/2259.html
http://www.bensey.co.jp/book/2192.html
http://www.bensey.co.jp/book/1804.html


18

◇◆ Webページのご案内 ◆◇ http://www.bensey.co.jp/

近刊を含む書籍の内容紹介から、新刊・既刊書籍のご購入、最新ニュース・書評掲載情報など。

◇◆ ご注文方法 ◆◇
① webページによるご注文 http://www.bensey.co.jp/howtobuy.html
②電話・FAXによるご注文 電話：03-5215-9021　FAX：03-5215-9025

◇◆ お支払い方法 ◆◇
銀行振込・郵便振替・代金引換払＊・クレジットカード＊＊等がご利用いただけます。
（いずれの場合も、送料が別途 300円かかります）
①銀行振込の場合
三菱東京 UFJ銀行麹町支店普通 3848245ベンセイシュッパン（カ
②郵便振替の場合
00120-3-41856勉誠出版株式会社

＊ 代金引換払の場合、別途代引手数料として 315円かかります。
 （ご注文が 3,000円未満の場合のみ）
＊＊ クレジットカードのご利用は、当社サイトからのご注文に限ります。

投
稿
募
集

「
勉
誠
通
信
」
へ
の
ご
寄
稿
を
募
集
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
ご
研
究
内
容
の
紹
介
や
、
ご
興
味
を
も
た
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
ご
自
由
に
お
書
き

い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

◆ 

執
筆
分
量
：
誌
面
二
頁
（
一
五
〇
〇
字
程
度
）
な
い
し
三
頁
（
二
三
〇
〇
字
程
度
）

◆ 

入
稿
形
式
：
テ
キ
ス
ト
形
式
（
ワ
ー
ド
、
一
太
郎
形
式
も
可
）

◆ 

謝
礼
：
ご
執
筆
誌
面
一
頁
に
つ
き
一
〇
〇
〇
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

 

ポ
イ
ン
ト
は
、
小
社
の
書
籍
を
直
販
に
て
ご
購
入
い
た
だ
く
際
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

◆ 

お
問
合
せ
お
よ
び
送
付
先
：m

m
info@

bensey.co.jp

メ
ー
ル
タ
イ
ト
ル
に
「
勉
誠
通
信
用
原
稿
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

手
塚
治
虫
「
ブ
ッ
ダ
」
が
、
全
３
部
作・ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
映
画
化
さ
れ
る
そ
う
で
す
（『
手

塚
治
虫
の
ブ
ッ
ダ 

赤
い
砂
漠
よ
！
美
し
く
』）。
公
開
は
来
年
五
月
二
十
八
日（
土
）と
の
こ
と
。

小
学
生
の
頃
、
安
価
な
料
金
に
釣
ら
れ
て
通
っ
て
い
た
地
元
の
小
さ
な
理
髪
店
が
あ
る
の
で
す

が
、
そ
こ
に
あ
っ
た
漫
画
が
『
ゴ
ル
ゴ
13
』
と
『
ブ
ッ
ダ
』
で
し
た
。

待
ち
時
間
の
あ
い
だ
、絵
柄
の
親
し
み
易
さ
か
ら『
ブ
ッ
ダ
』を
読
む
こ
と
に
き
め
た
の
で
す
が
、

と
に
か
く
回
転
率
の
よ
い
店
だ
っ
た
た
め
、
毎
回
十
分
程
度
し
か
読
む
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
二
ヶ
月
ほ
ど
後
に
再
訪
問
す
る
際
に
は
、
ほ
と
ん
ど
筋
を
記
憶
し
て
お
ら
ず
、
と
に
か

く
一
巻
ば
か
り
繰
り
返
し
読
ん
だ
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
当
時
、
特
に
面
白
い
と
は
思
わ

な
か
っ
た
の
で
す
が
、繰
り
返
し
読
ん
だ
こ
と
か
ら
、常
に
記
憶
の
片
隅
に
あ
る
作
品
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
十
年
ほ
ど
後
、
通
っ
て
い
た
大
学
近
く
の
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
古
書
店
で
ふ
と
読
み
返

し
て
み
る
と
、と
て
も
味
わ
い
深
い
作
品
で
面
白
い
。
個
人
的
に
大
切
な
作
品
に
な
っ
た
の
で
、

映
画
も
見
て
み
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

近
年
刊
行
し
て
い
る
勉
誠
出
版
の
書
籍
に
は
、
広
い
意
味
で
仏
教
に
つ
な
が
る
内
容
の
も
の
が

多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
新
刊
『
東
ア
ジ
ア
を
め
ぐ
る
金
属
工
芸
』
中
に
お
い
て
も
、
阿
育
王

塔
の
受
容
や
そ
の
背
景
に
つ
い
て
の
問
題
は
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

非
常
に
面
白
い
一
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。（
清
井
） 
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